




















In ancient China it was the period of growth to maturity stage of Chinese civilization between the ChunQiu-
ZhanGuo and the WeiJin-NanbeiChao (770BC - 581 AD). It can be characterized as pursuit of and the
return to elemental human nature against the backdrop of the development of ethics and moral philosophy
based on the idea of “heaven (nature) be one with human” .The thesis of the thought had been consistent
with that, that is to interpret the correlativity between “heaven” and “human”; in other words, between
“nature” and “human being”.
Such ideas, which are based on spiritual culture, inevitably lead to trend from worship of nature to
adoration for nature. By recognizing similarities between natural beauty and human nature, and comparison
of natural phenomenon with human moral character, therefore, the idea result in development of a
philosophy of life that it is the best way of life to be free from avarice and to have flexible mind.
Due to material civilization, today we live with inconsistent, confused and distress views and values. With
the idea we could be able to raise a question about them.
てんじんごういつ しょうよう じ ざい ぜっせい き ち む し む よく
自然美、天人合一、逍遥自在、絶聖棄智、無私無欲、精神文明
natural beauty, heaven (nature) be one with human, free and unfettered, break off relations with sage and wisdom,











































A A A A A A A
表面上の視覚的な美しさ、すなわち形態的美観
A A A A A A A
および内面的な神秘的な美しさを意味し、それ
は自然界という客観的存在に対する人間の主観


































A A A A A A A
ある。これは西洋の人と自然を分離して考える
自然観とは、根本的に異なるものである。この





























































A A A A A A A
者は無条件に自然に順うべきことを提唱したの






























































































































A A A A A A A A
のごとくと、人間はもともと天地万物と同じ原







A A A A A A
気のアンバランスにある、という説が成り立つ。


































A A A A A
神聖にして犯すべからざるもので、天意には絶





A A A A A
数』の一文の中で、詳しく天すなわち自然の構
A A A A A A A A A A A A A A A A A
造・運行と人間の生理的組織の相似性を力説し
ている。例えば、
　　自　然　（天）　　　　   人　間　（身体）









































































































































































































































A A A A A A
地自然の魅力は、その「秩序ある四季の移り変
はぐく A A A
わり」、「万物を育みながらにして決して自我を

























































































































































































































A A A A
の形態・気風との一致性であり、それぞれの内
A A A A A A A
在的道徳的資質ではなくなっているのである。
従って、人々は、一山、一水、一草、一木のそ




































































A A A A A A A A A A A A A
子と荘子の自然の生態を愛惜する哲学、自然と



























































A A A A
たらされた負の影響を克服し、自然との共生・共
存・共栄を実現するかが、われわれ全人類の焦
眉の課題となっていることも事実である。この
ような意味において、ここで中国古代の自然観
と審美観について考察し分析することは、人間
の存在と人生の意義を再考する上で、有益な事
であろう。
注
（１）中国の歴史の時代区分には固定された表現はなく、
著者によってまちまちである。各朝代の移り変わ
りを中心にして、夏、殷、周（春秋戦国）、秦、漢、
魏晋南北朝、隋、唐、宋、元、明、清、民国の如く
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著述するのが一般的であるが、著者によっては、
春秋戦国以前を「上古」、それから漢までを「古
代」とするものもあり、清朝の阿片戦争（1740年）
以前全体を古代と称し、その後を近代と称する著
者もいる。本論文は、文明史的観点から周朝から
魏晋南北朝までを古代とした。
（２）春秋戦国時代は周朝の後半の東周の時代に当た
り、前770年～前221年の約550年間を指すが、老
子、孔子、墨子、孟子、荀子、韓非子、荘子、孫
子等の「諸子百家」が活躍した、いわゆる「百家
争鳴」の時代である。次の秦朝（前221～前206）
とその後の漢（前 206～ 220）は、共に中央集権
化した「帝国」として、前時代の各思想・哲学を
政治・社会に応用・実践した時代で、一般的には
ほぼ同時代と見なされ、「秦漢時代」と称される。
（３）「八卦」は易の算術に表われる八つの形のことで、
「占」とも言う。伝説の中の伏羲が作画したとさ
れている。周公を始め、孔子の他にも多くの学者
が、文字の原形説から男女交歓の形式説まで、さ
まざまな解釈を加えているが、『周易』の中の「　
ようこう いんこう
陽爻）」、と「　 （陰爻）」を三つ重ね合わせて、例
けん こん しん
えば　は乾（天）；　は　（地）；　は震（雷）；　
そん
は巽（風）と言う具合にかわるがわる入れ替えて
八つの「卦」ができ、それはすなわち八つの自然
現象を意味する、という説が一般的である。
（４）「五行」に関しては、人間関係上または社会性、道
徳性と関連する用語として「五倫、五常、五教、
五典、五品」などの表現があるが、いずれも、「父、
母、兄、弟、子」の倫理関係または「義、慈、友、
恭、孝」の五つの道徳観を意味する。また、荀子
は、「五行」は「五常」であり、「仁、義、礼、智、
信」の五つの社会的人間的規範であると説いた
（荀子・非十二子）。
（５）漢の後、約60年間の動乱の三国時代を経て、晋朝
によって全国が統一されるが、まもなく北方の小
民族が入れ替わり侵入し国（五胡十六国）を作り、
晋（265年～420年）は滅び、南北朝に分かれる。
それから581年に隋によって全国が統一されるま
での約150年の間、北朝は北魏、東魏―北斉、西
魏―北周の三カ国に分かれ、南朝は、宋、斉、梁、
陳の四カ国が続いた。この合わせて「魏晋南北朝」
と称される時代において、異民族の進入と影響に
より、漢民族文化はより成熟し、次の統一大国隋
と唐の時代に入るのである。
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